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報道資料／Press Release 2025 年 5 月 26 日  
 

空港ラウンジで初のエコマーク認定  
 

公益財団法人日本環境協会（所在地：東京都千代田区、理事⾧：新美 育文）が運営するエ
コマークは、関西エアポートリテールサービス株式会社の「ラウンジオーサカ」を、空港ラウ
ンジの施設として初めてエコマーク認定しましたので、お知らせします。 
 

◇エコマーク認定施設について 
この度、下記施設が空港ラウンジとして初めてエコマーク認定を受けました。 

認定番号 ：䐶䐹 䐹䐵䐸 䐴䐴䐵 
施設名  ：ラウンジオーサカ 
      (施設所在地：大阪国際空港(伊丹空港)) 
認定事業者：関西エアポートリテールサービス(株) 
      (所在地：大阪府泉佐野市) 
施設概要 ：提携カード会社のゴールドカード等の 

指定カードと、当日の搭乗内容がご確 
認できる搭乗券または控え等をお持ち 
の方は、無料でご利用いただけます。 

 
⇒エコマーク WEB ページ：https://www.ecomark.jp/service/lounge/list/25514001.html 

認定施設では、第三者認証を受けたコーヒー豆の利用やプラスチック容器の削減、環境配
慮型の物品の使用、省エネルギーにつながる取り組みなどを行っています。また、それらの
取り組みを利用者に向けて積極的に発信し、理解や協力を広げる活動をしています。 
・公式サイト：https://www.osaka-airport.co.jp/service/business/03.html 

 
◇No.䐹䐵䐸 「空港ラウンジ Version䐵」認定基準について 

航空業界では、カーボンニュートラルの実現に向けて航空機やその燃料（SAF など）の環
境負荷削減が注目されているなか、空港施設においてもカーボンニュートラルや資源循環の
取り組みが求められています。空港施設には、小売店舗や飲食店などが多数入居しています
が、同様に「空港ラウンジ」も環境負荷削減のポテンシャルを持つ施設の一つです。空港ラウ
ンジは、ごみや食品残渣を減らす取り組みやそれらの活動を情報発信することで利用客に広
くエコに興味を持つ動機づけを行える場となるだけでなく、小売店舗や飲食店などと違う客
層、特にインバウンドに対する情報発信の場としても有効と考えられることから基準化をし
ました。 

具体的には、必須の取り組みとして施設から発生する廃棄物の種類と量の把握など、䐹 項目
のほか、「食材」「廃棄物」「省エネ節水」「備品」「運営」「コミュニケーション」の 䐺 つのカ
テゴリーから合計 䐹䐸 項目の選択項目を設定し、運営事業者や施設によって異なる仕組みや
多様な取り組みを評価できるようポイント制を導入しています。審査は書類および現地にて
行われ、認定には必須項目全てと選択項目 䐶䐺 ポイント以上(食事の提供がない場合は 䐶䐵 ポイ
ント以上)の適合が必要となります。 
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◇No.䐹䐵䐸「空港ラウンジ」認定基準のポイント  
 
・6 つの評価カテゴリーから認定基準を設定 

［評価カテゴリー］ 

「環境に配慮した食材と仕入れ」 

「食品ロス削減とリサイクル」  

「施設の省エネと節水」 

「施設備品・設備の環境配慮」 

「環境を意識した施設運営」 

「環境コミュニケーション」  

評価カテゴリーの取り組みが利用者にイメージ 

できるように、エコマークとともにピクトグラムで表示 
 
・施設によって異なる仕組みや多様な取り組みを評価できるようポイント制を導入 

（多様な選択項目の中から申込施設で実施している取り組みをポイントとして評価） 

・高度な取り組みを適切に評価できるよう、積極的にポイント数に重み付け 

・環境配慮を積極的に進めている事業者を差別化し、評価できる認定要件の設定 

・本基準に対する申込者は、空港施設においてラウンジ業務を受託している事業者を想定 
 
認定基準や認定審査申込に関しては、以下をご確認ください。 

・空港ラウンジ：https://www.ecomark.jp/service/lounge/index.html

 
 
エコマークについて  

国際標準化機構の規格 ISO14024「タイプ I 環境ラベル制度」に基づく認定制度です。  

1989 年に創設され、公益財団法人日本環境協会が運営しています。環境への負荷が少ないなど、
環境保全に役立つと認められる製品やサービスにつけられ、消費者が暮らしと環境の関係を考え、
環境保全の面でより良い商品を選びやすくすることを目的としています。  

2025 年 5 月時点で、認定商品数は約 54,000、認定取得企業は 1,489 社です。  

「エコマーク」は、公益財団法人日本環境協会の登録商標です。  

エコマーク事務局ウェブサイト：https://www.ecomark.jp/ 

 
＜本件に関するお問い合わせ＞  

公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局 基準・認証課  

E-mail: info@ecomark.jp Tel: 03-5829-6284 

〒101-0032 東京都千代田区岩本町 1-10-5 TMM ビル 5F 


